








「研究目的」

　血友病患児は乳幼児期より反復する関節内、筋肉、その他深部臓器、組織の

出血により、漸次、身体機能障害が増強し、日常生活及び教育について制約を

うけがちである。本症が遣伝的疾患であることとあいまって、本研究班では、

1.遣伝カウンセリング 2.身体障害と心理発達、教育状況の実態 3.血友病性関

節症進展の防止及びリハビリテーション 4.出血管理の課題を中心に研究を行

うことを目的とした。


